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 【保護者様】 

４月に今の学年がスタートして、１０月１１日

で一学期が終了します。どの学級もそれぞれの学

級目標に向かっている途中です。今の時点で学習力、生活力、道徳力、体力がどの程度成長してい

るでしょうか。その振り返りを行う時になりました。 

今の時点で身についている力を確認し、２学期にどのようなことに、どのような方法で取り組め

ば良いかを決めることで更なる成長を目指すことができますね。その資料の一つが「通知表」です。

どうぞ、お子さんと一緒に、頑張ったところ、もうちょっとなところなどをお話しください。 

 

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆  

１０月７日から１１月１日までの約４週間、本校

出身の井手 佳倫さんが教育実習をスタートされま

した。 

担当学年は３年生です。約４週間、先生の仕事を経

験してみて、将来の仕事として目標にしてもらえた

ら嬉しいです。ぜひとも先生となって、佐賀県の教育

に力をそそいでほしいです。あっという間の実習期

間だと思いますが、たくさん子ども達とふれ合い、思いを強めてほしいですね。 

                                                       
 

 

 

 「え～どう描けばいいかわからん」「う～ん なんとなく違うなあ」と悩みの

声が聞こえてくるのは、スケッチの時間。 

 全学年が様々な題材で画用紙と向き合っています。低学年は“生き物”を中心に据えておしゃれ

な感じの生き物であったり、生き物と一緒に自分も描いたりしています。学年が上がるにつれて、

大きな木や校舎、遊具などといった具体的に主役がはっきりした題材になり、高学年となれば遠近

法を取り入れた構図になっています。 

 真っ白い画用紙に、自分の思うがままの線を描く。クレヨンや絵の具を使って着色して、白黒の

画面がだんだんと彩られていく過程が何とも言えない心地良い時間です。夢中になって自分と画用

紙と向き合う時間を楽しむことを忘れず、最後まで仕上げてほしいと願っています。 
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